


 また、総合医療センターにおいては県内公立病院としては初となる電子カルテシステムの整備

を、こころの医療センターにおいては急性期病棟の保護室増築を、志摩病院においては外来棟建

替整備を推進します。 

収益的収入は、入院収益、外来収益などの医業収益162億991万4千円、他会計補助金、負担金な

どの医業外収益31億3,038万9千円です。 

 一方、収益的支出は、職員給与費101億2,266万5千円、薬品費などの材料費36億3,044万1千円、

事業運営経費27億1,655万8千円、施設・器械備品などの減価償却費15億4,109万2千円等の医業費

用181億3,463万7千円、支払利息などの医業外費用10億5,247万9千円です。以上の結果、収支差引

で、1億5,318万7千円の当期純利益を計上しております。 

 次に、資本的収入は、県費負担金8億6,878万4千円、企業債8億1,200万円です。 

 一方、資本的支出は、志摩病院の立体駐車場建設、こころの医療センターの保護室増築等のた

めの病院増改築工事費で7億2,663万円、各病院の医療機器購入など資産購入費5億4,905万3千円、

企業債償還金12億1,708万6千円及び投資有価証券購入費1億円です。 

 

 ⑵ 水道事業会計 

 水道事業は、津市、松阪市及び久居市を含む３市５町１村を対象とした北中勢水道（中勢系：

施設能力１日最大給水量140,216ｍ3）、四日市市、桑名市及び鈴鹿市を含む３市４町を対象とした

北中勢水道（北勢系：施設能力１日最大給水量137,700ｍ3）、伊勢市、松阪市、鳥羽市及び志摩市

を含む４市６町１村を対象とした南勢志摩水道（施設能力１日最大給水量169,150ｍ3）による給

水を行い、上水の安定した供給に努めています。 

 また、北勢地域の水需要に対応するため、長良川河口堰を水源とした北勢広域水道拡張事業を、

また、伊賀地域の水需要に対応するため、川上ダムを水源とした伊賀広域水道建設事業をそれぞ

れ実施します。 

ア．業務の予定量 

  年間総給水量  76,406,321ｍ3 

  １日平均給水量   210,485ｍ3 

イ．収益的収支 収入 11,805,533千円   資本的収支 収入 9,372,621千円 

支出 11,165,665千円   支出 13,288,985千円 

収益的収入は、給水収益111億1,433万2千円とその他営業収益を合わせた営業収益111億1,967

万7千円及び一般会計補助金6億8,368万2千円等の営業外収益6億8,585万6千円です。 

 収益的支出は、人件費、修繕費、減価償却費等の営業費用81億3,212万5千円と支払利息等の営

業外費用30億3,154万円が主なものです。以上の結果、収支差引6億3,986万8千円の利益を計上し

ました。 

 次に、資本的収入は、伊賀広域水道建設事業等に充当する企業債57億2,300万円や一般会計出資
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